



















































副使 1 名、判官 4 名、録事 3 名の四等官構成。30 余年ぶりの発遣事業であった。
『延喜式』大蔵省条には、「入諸蕃使」として、渤海や新羅への派遣する使節と並
んで遣唐使の構成が見える。仁明天皇が国家事業の一つとして再興した承和の遣


















































































→渡航失敗。篁の乗った第 2 船は肥前松浦郡別島に帰着。第 1 船・第 4 船が漂














































むかう。7 月に 3 隻が博多を出発するも、第二回目も渡航かなわず。第 1 船・第












一向は 9 隻で蘇州を出発し、海州に向かい、4 月に出航。8 月に 1 隻のみ博多に









































































































































































































































































































































































年月日 天皇 皇太子 出来事 史料番号
延暦 21 802 桓武 安殿 篁　誕生 37
弘仁 12 821 春 嵯峨 大伴 文章生試及第 3713 822 9 文章生として出身 37
天長元 824 9 淳和 正良 巡察弾正 37
2 825 3 弾正少忠 37
5 828 8 大内記 37
7 830 正・ 蔵人 372 式部少丞 37
9 832 正・ 従五位下（入内） 37正・11 太宰少弐（父喪に服する） 37
10 833 3・13 仁明 恒貞（立）春澄善縄と共に、東宮学士に着任 373・24 弾正少弼へ転出 37












7 840 2・14 召喚　→（6･17）入京 17・18
















嘉祥 2 849 正・7 従四位下→　従四位上 325・12 鴻臚館（渤海使）への使者となる 33
3 850 4・17 文徳 惟仁 従四位上→　正四位下 345・ 病のため、左大弁を停止 37
仁寿元 851 正・11 参議、近江守 35
2 852
正・10 左大弁に復活 37
12・19 正四位下→　従三位 36
病重く、文徳天皇が使者を派遣し
て賜銭 37
12・22 薨去 37
【表】　小野篁　年譜
